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叫
ば
れ
て
き
た
現

行
法
の
現
代
化

　
―
―
研
究
会
発
足
の
経
緯

に
つ
い
て
。

　
落
合
　
日
本
の
海
上
保
険

法
制
は
、
商
法
第
３
編
海
商

の
第
６
章
に
任
意
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、

同
法
制
は
１
８
９
９
（
明
治

32
）
年
の
商
法
典
制
定
以

来
、
基
本
的
に
変
更
さ
れ

ず
、
現
代
化
の
必
要
性
が
叫

ば
れ
て
き
た
。
商
法
の
現
代

化
作
業
は
、
２
０
０
５
年
の

会
社
法
に
続
い
て
08
年
に
は

保
険
法
が
商
法
か
ら
切
り
離

さ
れ
て
単
行
法
と
し
て
成
立

し
、
保
険
契
約
法
は
全
面
的

に
改
正
さ
れ
た
が
、
そ
の

際
、
商
法
典
に
含
ま
れ
た
海

上
保
険
の
規
律
に
つ
い
て
は

海
商
法
の
改
正
と
合
わ
せ
て

検
討
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で

実
質
的
な
改
正
が
行
れ
な
い

ま
ま
積
み
残
さ
れ
た
。

　
古
色
蒼
然
（
そ
う
ぜ
ん
）

と
し
た
海
上
保
険
契
約
法
を

見
直
す
必
要
性
は
高
い
が
、

一
方
で
、
見
直
し
の
際
に

は
、
保
険
実
務
に
支
障
が
生

じ
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
そ

こ
で
、
実
務
家
の
方
々
、
海

上
保
険
研
究
者
両
者
が
メ
ン

バ
ー
と
な
る
形
で
研
究
会
を

組
織
し
て
、
今
後
の
改
正
に

対
し
提
言
を
し
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
損
保
総
研
に
声

を
掛
け
た
。

　
遠
藤
　
世
界
有
数
の
貿
易

立
国
で
あ
る
日
本
は
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
厳
し
い

競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
発
展
の
た
め
に
は
競

争
に
対
応
で
き
る
環
境
整
備

は
不
可
欠
だ
。
中
で
も
法
制

度
は
基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
重
要
な
役
割
を
持
つ
。

海
上
保
険
は
貿
易
取
引
を
支

え
る
重
要
な
保
険
制
度
で
、

日
本
の
海
上
保
険
は
日
本
企

業
の
成
長
と
と
も
に
発
展

し
、
保
険
料
規
模
で
は
現

在
、
世
界
１
位
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
法
的
イ
ン
フ
ラ

は
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ

る
。
古
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

海
上
保
険
法
制
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
改

正
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ

っ
た
。

　
落
合
先
生
も
参
加
し
た
損

害
保
険
法
制
研
究
会
が
１
９

９
５
年
に
示
唆
に
富
ん
だ

「
海
上
保
険
契
約
法
改
正
試

案
」
を
公
表
し
た
が
、
そ
の

後
、
保
険
法
改
正
と
い
う
新

た
な
動
き
も
あ
り
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
あ
ら
た
め
て
海
上

保
険
の
在
り
方
を
検
討
す
る

必
要
が
出
て
き
た
。
損
保
総

研
と
し
て
も
、
法
改
正
と
な

る
と
実
務
に
大
き
な
影
響
が

出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
事
前

に
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
極

め
て
重
要
だ
っ
た
。

　
―
―
研
究
会
設
置
を
損
保

総
研
に
提
案
し
た
理
由
は
。

　
落
合
　
損
保
総
研
と
い
う

組
織
は
、
保
険
理
論
だ
け
で

な
く
実
務
に
お
い
て
も
対
応

で
き
る
研
究
組
織
で
あ
り
、

80
年
に
わ
た
る
伝
統
が
あ

る
。
現
に
損
保
総
研
に
設
置

さ
れ
た
損
害
保
険
法
制
研
究

会
は
、
長
く
継
続
し
、
成
果

も
出
し
て
き
た
。
そ
の
伝
統

や
経
験
か
ら
み
て
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
、
お
願
い
し
た
。

　
遠
藤
　
ま
さ
に
損
保
総
研

の
設
立
趣
旨
で
あ
る
学
理
と

実
務
の
調
和
に
沿
っ
た
ご
提

案
で
あ
り
、
前
理
事
長
の
濱

が
快
諾
し
た
の
は
的
確
な
判

断
だ
っ
た
と
思
う
。

研
究
者
と
実
務
家
で

提
言
ま
と
め
上
げ
る

　
―
―
同
研
究
会
の
メ
ン
バ

ー
に
つ
い
て
。

　
落
合
　
ま
ず
、
研
究
者
だ

が
、
海
上
保
険
の
知
識
が
あ

る
の
み
な
ら
ず
現
に
研
究
も

し
て
い
る
先
生
方
を
と
考
え

て
、
早
稲
田
大
学
商
学
部
の

中
出
哲
教
授
、
学
習
院
大
学

法
学
部
の
小
塚
荘
一
郎
教

授
、
そ
し
て
東
京
大
学
大
学

院
法
学
政
治
学
研
究
科
の
後

藤
元
准
教
授
に
お
願
い
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
遠
藤
　
実
務
家
の
方
で

は
、
メ
ガ
損
保
３
社
と
、
損

保
と
同
様
に
船
舶
の
責
任
保

険
を
扱
う
日
本
船
主
責
任
相

互
保
険
組
合
か
ら
メ
ン
バ
ー

を
そ
ろ
え
た
。

　
―
―
研
究
会
を
終
え
て
の

感
想
と
成
果
に
つ
い
て
。

　
落
合
　
設
置
以
降
、
計
11

回
に
わ
た
っ
て
研
究
者
と
実

務
家
が
集
ま
り
、
理
論
と
実

務
の
両
面
か
ら
十
分
な
検
討

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
結
果
、
完
成
し
た
提
言
も

定
義
し
て
し
ま
う
と
、
陸
上

運
送
部
分
や
航
空
運
送
部
分

を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
が
理
論
上
問
題
に
な
っ

て
く
る
。

　
さ
ら
に
、
陸
上
の
運
送
保

険
に
は
保
険
法
の
片
面
的
強

行
規
定
の
適
用
が
あ
り
得
る

関
係
で
、
海
上
と
陸
上
が
連

動
す
る
運
送
の
場
合
に
海
上

保
険
で
引
き
受
け
で
き
る
か

も
問
題
が
生
じ
る
。

　
そ
こ
で
、
新
し
い
海
上
保

険
法
で
は
、
海
上
輸
送
に
関

連
す
る
航
空
や
陸
上
の
部
分

も
海
上
保
険
と
し
て
引
き
受

け
で
き
る
よ
う
な
概
念
で
海

上
保
険
の
意
義
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
②
　
　

委
付
の
制
度
の
廃
止

　
―
―
二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト

の
委
付
の
制
度
の
廃
止
と
推

定
全
損
と
は
。

　
落
合
　
委
付
の
制
度
で

は
、
た
と
え
ば
、
船
舶
保
険

に
つ
け
て
い
る
船
舶
が
、
海

難
事
故
な
ど
で
沈
ん
だ
場
合

に
、
船
主
は
、
当
該
船
体
を

保
険
者
に
委
付
す
る
こ
と

で
、
保
険
者
か
ら
損
害
保
険

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
委
付
の
効
果
と
し
て

委
付
と
同
時
に
船
骸
の
所
有

権
は
保
険
者
に
移
転
す
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
船
骸

撤
去
命
令
が
出
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
船
骸
撤
去
に
は
莫

大
（
ば
く
だ
い
）
な
費
用
が

掛
か
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
保
険
者
は
、
委
付
の

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
な

く
、
換
言
す
れ
ば
、
船
骸
の

所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
な

く
、
保
険
金
を
支
払
う
こ
と

が
約
款
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
委
付
は
利
用
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
委
付
の
制
度

は
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
厳

密
に
は
全
損
を
認
定
で
き
な

い
よ
う
な
場
合
に
も
全
損
処

理
を
可
能
に
す
る
た
め
、
推

定
全
損
の
定
め
を
明
示
的
に

規
定
す
る
こ
と
を
提
言
し
て

い
る
。

ポ
イ
ン
ト
③
　
　

告
知
義
務

　
―
―
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト

の
告
知
義
務
に
つ
い
て
は
。

　
落
合
　
消
費
者
保
護
の
観

点
を
打
ち
出
し
た
保
険
法
で

は
、
告
知
義
務
は
、
保
険
者

が
告
知
事
項
を
特
定
し
て
告

知
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
質
問
応
答
方
式
へ
と
変
わ

っ
た
。
こ
れ
は
、
消
費
者

は
、
保
険
者
よ
り
も
リ
ス
ク

情
報
の
認
識
に
乏
し
い
と
い

う
観
点
に
立
っ
た
も
の
だ
。

　
一
方
、
海
上
保
険
契
約

は
、
プ
ロ
同
士
の
取
引
だ
か

ら
、
荷
主
、
船
主
も
十
分
な

リ
ス
ク
情
報
を
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、

消
費
者
で
は
な
い
荷
主
、
船

主
を
保
護
す
る
必
要
性
は
な

い
た
め
、
現
行
法
と
同
様

に
、
保
険
契
約
者
側
か
ら
保

険
者
に
リ
ス
ク
情
報
を
提
供

さ
せ
る
こ
と
（
自
発
的
申
告

方
式
）
と
す
る
の
が
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　
自
発
的
申
告
方
式
を
採
用

す
る
と
、
保
険
法
が
定
め
る

告
知
義
務
と
は
異
な
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
う
す
る
こ
と

の
合
理
性
は
十
分
あ
る
た

め
、
海
上
保
険
で
は
そ
の
ス

タ
ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
と

し
た
。
確
か
に
海
上
保
険
で

は
保
険
法
の
告
知
義
務
の
定

め
と
異
な
る
定
め
を
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
が
、
保
険

法
の
定
め
が
強
い
規
範
性
を

事
実
上
持
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
そ
の
観
点
か
ら

も
、
明
文
で
異
な
る
定
め
を

置
く
意
義
は
十
分
あ
る
と
考

え
る
。

運
送
法
制
研
究
会

も
踏
襲

　
―
―
損
保
業
界
か
ら
見
た

成
果
は
。

　
遠
藤
　
最
も
大
き
い
の

が
、
実
務
に
活
用
で
き
る
法

律
を
目
指
し
た
提
言
が
、
法

務
省
の
運
送
法
制
研
究
会
に

も
か
な
り
の
部
分
で
踏
襲
さ

れ
た
点
だ
。
特
に
、
保
険
法

の
任
意
規
定
と
は
異
な
る
海

上
保
険
実
務
に
即
し
た
規
定

が
必
要
と
い
う
点
で
、
一
致

団
結
し
て
提
言
を
ま
と
め
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
消
費

者
保
護
視
点
の
保
険
法
が
で

き
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
ベ

ー
ス
に
考
え
る
べ
き
と
い
う

考
え
方
も
あ
っ
た
が
、
研
究

会
を
重
ね
る
こ
と
で
、
実
務

と
乖
離
（
か
い
り
）
す
る
だ

け
で
な
く
、
諸
外
国
の
法
律

と
も
か
け
離
れ
て
し
ま
う
こ

と
を
実
務
家
も
深
く
理
解
し

た
。
世
界
一
の
海
上
保
険
国

と
し
て
、
実
務
に
即
し
た
法

律
が
な
い
こ
と
自
体
、
大
き

な
問
題
だ
と
の
見
解
も
一
致

し
た
。

　
―
―
海
上
保
険
法
改
正
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
。

　
落
合
　
運
送
法
制
研
究
会

の
報
告
書
が
公
表
さ
れ
、
い

よ
い
よ
法
務
省
は
、
今
春
に

も
法
制
審
議
会
に
対
し
て
海

商
法
も
含
め
た
運
送
法
制
の

現
代
化
の
在
り
方
を
諮
問
す

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
動
き
と
の
関

係
で
当
研
究
会
の
提
言
は
、

ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
も
の

と
な
っ
た
。

　
こ
の
関
係
で
、
海
商
法
の

改
正
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
そ
の
提
言
が
大
き
な
影
響

を
与
え
て
き
た
日
本
海
法
会

（
注
）
も
、
海
商
法
の
改
正

に
つ
き
研
究
会
を
組
織
し
て

提
言
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

近
日
中
に
、
第
１
回
の
会
合

が
開
か
れ
る
。
海
商
法
に
関

す
る
改
正
を
議
論
す
る
際
に

は
必
ず
日
本
海
法
会
の
検
討

結
果
が
参
照
さ
れ
て
き
た
関

係
上
、
そ
こ
の
動
き
も
重
要

だ
。

　
―
―
海
上
保
険
法
が
1
世

紀
ぶ
り
に
変
わ
る
こ
と
に
な

る
。

　
遠
藤
　
１
９
１
０
年
に
成

立
し
た
法
律
が
、
あ
る
意
味

で
初
め
て
見
直
さ
れ
、
実
務

を
反
映
さ
せ
た
機
能
す
る
法

律
と
な
る
。
先
生
方
の
強
力

な
推
進
力
の
下
、
損
保
総
研

と
し
て
も
、
そ
の
一
端
を
担

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
誇

り
に
思
う
と
同
時
に
、
こ
れ

ま
で
研
究
を
重
ね
て
こ
ら
れ

た
方
々
、
特
に
１
９
９
５
年

に
発
表
さ
れ
た
改
正
試
案
の

制
作
に
携
わ
っ
た
方
々
に
は

敬
意
を
表
し
た
い
。
こ
の
改

正
試
案
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
効
率
的
に
議
論
を
重
ね

る
こ
と
が
で
き
た
。
保
険
法

の
概
念
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

に
く
い
部
分
も
あ
っ
た
が
、

論
議
や
比
較
検
討
を
重
ね
た

こ
と
で
、
説
得
力
の
あ
る
提

言
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。
今
後
も
引
き
続

き
、
法
改
正
ま
で
し
っ
か
り

と
見
届
け
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　（
注
）
万
国
海
法
会
の
日

本
支
部
。
海
法
の
国
際
的
統

一
を
目
指
す
民
間
組
織
で
、

ヘ
ー
グ
・
ル
ー
ル
（
正
式
名

称
は
「
船
荷
証
券
に
関
す
る

あ
る
規
則
の
統
一
の
た
め
の

国
際
条
約
」
。
「
船
荷
証
券

統
一
条
約
」
と
も
呼
ば
れ

る
）
な
ど
の
実
現
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
た
。

◇

　
※	

提
言
の
全
文
は
、
損
保

総
研
の
機
関
誌
「
損
害
保
険

研
究
」
第
75
巻
第
４
号
（
創

立
80
周
年
記
念
号
Ⅱ
、
２
０

１
４
年
２
月
25
日
発
行
）
に

掲
載
予
定
。

非
常
に
満
足
の
い
く
も
の
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
研
究

会
を
設
置
し
た
目
的
は
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
実
現
で
き
た
と

自
負
し
て
い
る
。

　
遠
藤
　
ま
と
め
上
げ
た
こ

と
も
大
事
だ
が
、
そ
の
提
言

内
容
が
、
法
務
省
の
運
送
法

制
研
究
会
の
報
告
書
に
踏
襲

さ
れ
た
こ
と
が
意
義
深
い
。

損
保
業
界
と
し
て
は
実
務
の

障
害
に
な
ら
な
い
法
改
正
を

目
指
し
て
き
た
が
、
そ
の
目

的
は
十
二
分
に
達
成
さ
れ

た
。

　
ま
た
、
落
合
先
生
が
法
改

正
に
向
け
て
の
全
体
の
流
れ

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
研
究

会
を
進
め
ら
れ
た
の
で
、
当

研
究
会
の
設
置
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
法
務
省
の
運
送
法
制
研

究
会
が
立
ち
上
が
り
、
運
送

法
・
海
商
法
の
現
代
化
に
つ

い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
当

会
の
提
言
の
完
成
が
２
０
１

３
年
12
月
、
運
送
法
制
研
究

会
の
報
告
書
も
同
年
同
月
に

公
表
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に

も
非
常
に
良
か
っ
た
と
実
感

し
て
い
る
。

　
―
―
提
言
の
骨
子
に
つ
い

て
。

　
落
合
　
簡
単
に
い
え
ば
、

提
言
の
目
次
に
あ
る
と
お
り

で
あ
る
（
表
参
照
）
。

　
―
―
特
に
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
は
。

　
落
合
　
三
つ
考
え
ら
れ

る
。
一
つ
目
は
海
上
保
険
の

定
義
付
け
を
明
確
に
す
る
こ

と
。
二
つ
目
は
委
付
の
制
度

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
推
定

全
損
の
定
め
を
設
け
る
こ

と
。
三
つ
目
は
告
知
義
務
に

つ
い
て
だ
。

ポ
イ
ン
ト
①
　
　

海
上
保
険
の
定
義

　
―
―
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト

の
海
上
保
険
の
定
義
付
け
の

明
確
化
と
は
。

　
落
合
　
現
行
海
商
法
で

は
、
海
上
保
険
と
は
航
海
に

関
す
る
事
故
の
保
険
で
あ
る

と
い
う
定
義
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
日
本
の
実
務

で
は
海
上
輸
送
と
一
体
化
し

て
い
る
航
空
輸
送
や
複
合
運

送
（
例
え
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
→

船
→
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
複
数
以

上
の
運
送
手
段
を
組
み
合
わ

せ
て
行
う
一
貫
運
送
）
も
海

上
保
険
で
引
き
受
け
て
お

り
、
海
上
保
険
を
航
海
に
関

す
る
事
故
に
関
す
る
保
険
と

海
上
保
険
法
制
研
究
会
提
言
の
意
義

損
保
総
研
　
落
合
座
長
、遠
藤
理
事
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

１
０
０
年
ぶ
り
の
法
改
正
へ

学
理
と
実
務
に
即
し
た
規
定
目
指
す

　
公
益
財
団
法
人
損
害
保
険
事
業
総
合
研
究
所

（
損
保
総
研
）
が
２
０
１
１
年
11
月
に
設
置
し
た

海
上
保
険
法
制
研
究
会
は
、
13
年
12
月
、
海
上
保

険
法
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
言
を
と
り
ま
と
め

た
。
同
提
言
は
法
務
大
臣
が
主
管
す
る
公
益
社
団

法
人
商
事
法
務
研
究
会
に
設
置
さ
れ
た
運
送
法
制

研
究
会
の
報
告
書
の
海
上
保
険
の
部
分
に
お
い

て
、
か
な
り
の
部
分
で
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
日
本

海
法
会
で
の
研
究
会
を
経
て
、
今
春
、
諮
問
が
予

定
さ
れ
て
い
る
法
制
審
で
の
議
論
に
も
影
響
を
与

え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
損
保
業
界
の
実
務
を
反

映
し
た
同
提
言
に
つ
い
て
、
座
長
を
務
め
た
東
京

大
学
の
落
合
誠
一
名
誉
教
授
（
中
央
大
学
法
科
大

学
院
教
授
）
と
、
損
保
総
研
の
遠
藤
寛
理
事
長

に
、
そ
の
意
義
や
ポ
イ
ン
ト
、
研
究
会
を
終
え
て

の
感
想
な
ど
を
聞
い
た
。

（
７
面
へ
つ
づ
く
）

落
合
誠
一（
座
長
）
東
京
大
学
名
誉
教
授
、中
央
大
学
法
科
大
学
院
教
授

中
出
　
哲

早
稲
田
大
学
商
学
部
教
授

小
塚
荘
一
郎

学
習
院
大
学
法
学
部
教
授

後
藤
　
元

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
准
教
授

石
井
　
優

一
橋
綜
合
法
律
事
務
所
顧
問
、東
京
海
洋
大
学
非
常
勤
講
師

久
保
治
郎

東
京
海
上
日
動
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
損
害
部

高
野
浩
司

東
京
海
上
日
動
海
上
業
務
部

横
沼
史
郎

東
京
海
上
日
動
海
上
業
務
部

児
玉
　
肇

三
井
住
友
海
上
海
損
部

恒
川
航
児

三
井
住
友
海
上
海
上
保
険
部

生
末
芳
夫

損
保
ジ
ャ
パ
ン
海
上
保
険
室

田
畑
裕
之

損
保
ジ
ャ
パ
ン
海
上
保
険
金
サ
ー
ビ
ス
室

多
田
　
修

損
保
ジ
ャ
パ
ン
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員

小
川
　
優

日
本
船
主
責
任
相
互
保
険
組
合
理
事

宮
廣
好
一

日
本
船
主
責
任
相
互
保
険
組
合
契
約
総
括
部

濱
　
筆
治

損
害
保
険
事
業
総
合
研
究
所
理
事
長（
第
1
回
～
第
4
回
）

遠
藤
　
寛

損
害
保
険
事
業
総
合
研
究
所
理
事
長（
第
5
回
～
第
11
回
）

研究会メンバー

（表）提言「わが国の海上保険法制のあり
　　方について」　目次
Ⅰ． 海上保険法制を検討する意義
Ⅱ． 海上保険法の必要性
Ⅲ． わが国における海上保険契約の概要
Ⅳ． 個別論点の検討

１．海上危険
２．危険期間
３．担保危険と免責危険
４．契約の成立
５．因果関係
６．リスクの移転
７．危険事情の限定と危険の変動
８．損害てん補

海上保険法制研究会会員名簿

落合座長

遠藤理事長

（
６
面
か
ら
つ
づ
く
）


